建設工事検査実施における運用

平成17年11月1日施行

平成28年12月1日改正
１　検査業務フロー

　検査業務の手順は，次図を標準とする。









　　　　　　　　　　　（検査員の行う検査）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（監督員の行う検査）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）成績評定を行う場合　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部分引渡検査：指定部分に係る引渡しのための検査
図１－１　検査業務フロー

　補修等の必要がある場合の手順は，次図を標準とする。











図１－２　補修等の必要がある場合のフロー

（Ⅰ）　部分的な出来高不足，品質不良のため一部が効用をなしていない場合

　　　　部分的な手直しで対応可能なもの

（Ⅱ）　基本的な構造及び機能に欠陥がある場合

　　　　大規模な修補あるいはこれに替わる補強等が必要となるもの

２　修補の必要がある場合の対応について

　

　修補の必要がある場合の対応は，図１－２のとおりとする。

1 検査確認の決裁権者に対して，検査調書により修補事項及び修補期限を報告する。

2 受注者に対して，検査結果通知書により修補事項及び修補期限を通知する。この際，対応策の検討が必要な場合は，発注者（工事担当課）が検討を行い，これを受けて通知する。

3 修補完了通知書の提出を受け完成の確認を行う。

土木工事共通仕様書

　　総則１－１－２４工事完成検査

　５　検査員は，修補の必要があると認めた場合には，受注者に対して，期限を定めて，修補の指示を行うことができるものとする。

　　江田島市建設工事検査規定

第８条

３　検査員は，検査の結果，当該工事が請負契約の内容に適合しないことを確認した場合，市長に報告し，修補事項及び修補期限を明示して受注者に通知しなければならない。

　建設工事請負契約約款

（検査及び引渡し）

第３１条

６　乙は，工事が第２項の検査に合格しないときは，直ちに修補して検査員の検査を受けなければならない。この場合においては，修補の完了を工事の完成とみなして前各項の規定を適用する。

（修補の期限の考え方について）

　修補指示を行う際の期限は，次のとおりとする。









　工事完成日から工期上の完成日までの日数（A）を修補のための期間とする。

　検査結果の通知日が検査日とならない場合（検討期間がある場合等）は，検査結果の通知日から修補期間をとるものとする。（別紙参考資料－１参照）

　注）修補の期限は，修補に要する日数ではなく，あくまで契約上，完成すべき期限であるため，工事完成日から工期上の完成日までの日数（A）を修補期間として修補の期限を設定すること。


　　（建設工事請負契約約款）

　（履行遅滞の場合における損害金等）

　第４２条　乙の責めに帰すべき事由により工期内に工事を完成することができない場合においては，甲は，損害金の支払を乙に請求することができる。

　２　前項の損害金の額は，請負代金額から部分引渡しを受けた部分に相応する請負代金額を控除した額につき，遅延日数に応じ，年３．６パーセントの割合で計算した額とする。

　３　甲の責めに帰すべき事由により，第３２条第２項（第３８条において準用する場合を含む。）の規定による請負代金の支払が遅れた場合においては，乙は，未受領金額につき，遅延日数に応じ，年３．６パーセントの割合で計算した額の遅延利息の支払を甲に請求することができる。

３　工期内検査の考え方について

このことについては，広島県土木工事共通仕様書（平成２７年４月）により，次のよう
に運用されている。

１－１－２－１　用語の定義
４．工期
　1-1-1-2用語の定義に規定1-1-1-21されている工期には，検査期間として１３日間を見込んでいる。
　１－１－２－８　工事完成検査
１．工事完成通知書の提出
　　1-1-1-20工事完成検査による工事完成通知書は，終期日の１３日前までに監督員に提出しなければならない
　工事の完成が遅れ検査時期にずれ込み（受注者の提出書類が整理されていない場合を含む），検査期間として見込んだ日数が確保できない場合は，検査の実施日が工期外となることもやむを得ない。（契約上は工期内の完成として扱う。）

　ただし，修補指示を行う場合などには，わずかの修補でも作業期間が確保できないことも考えられ，この場合は履行遅滞の場合における損害金の請求対象となる。

　また，施工計画上は，検査期間を考慮した工程計画を行い，これに基づき施工する必要があることはいうまでもなく，評定にあたっては減点要因として扱うこととなる。

（別紙参考資料－２参照）

４　検査結果の通知について

　検査が完了した際は，検査調書により発注者（検査報告の決裁権者）に報告するとともに受注者に検査結果を通知する。


　　建設工事請負契約約款

　（検査及び引渡し）

　第３１条

　２　甲は，前項の規定による通知を受けたときは，通知を受けた日から１４日以内に，その指定する職員をして，乙の立会いの上，設計図書に定めるところにより，工事の完成を確認するための検査を完了させるとともに，当該検査の結果を乙に通知させなければならない。この場合においては，検査員は，必要があると認められるときは，その理由を乙に通知して，工事目的物を最小限度破壊して検査することができる。

　　政府契約の支払遅延防止等に関する法律

　（給付の完了の確認又は検査の時期）

第５条　前条第１号の時期（契約の目的たる給付の完了の確認又は検査の時期）は，国が相手方から給付を終了した旨の通知を受けた日から工事については１４日，その他の給付については１０日以内の日としなければならない。

第１４条　この法律（第１２条及び前条第２項を除く。）の規定は，地方公共団体のなす契約に準用する。

※　「政府契約の支払遅延防止等に関する法律の運用方針」の解説（官公庁契約精義）等により，法律第５条にいう「通知を受けた日」とは，通知が発注者の支配圏内に到達した日であり，所定の執行時間である限り１日として算入される（いわゆる検収期間の期間計算における初日算入である。）としている。

５　工事目的物の破壊検査の目安について

　検査にあたり，検査員は必要があると認められるときは，工事目的物を最小限度破壊して検査することができる。

　最小限度の破壊検査とは，

1 出来形に関する最小限度の破壊検査の例

　　　　構造物の寸法・・・確認の必要な部分の掘り起こし又は抜き取り等の破壊を行い実測により確認する。

　　　　舗装の厚さ・・・・確認の必要な部分のコア－を採取し実測により確認する。

2 品質に関する最小限度の破壊検査の例

　　　　コンクリート・・・確認の必要な部分の一部をはつり取り，目視及びシュミットハンマー等を利用し確認する。さらに確認が必要な場合は，コア－を採取し，その試験結果により確認する。

　　　　アスファルト・・・確認の必要な部分のコア－を採取し，その試験結果により確認する。

　　　　土工・・・・・・・確認の必要な部分を掘り起こし，密度試験などの試験を行いその結果により確認する。

　また，破壊検査を行うにあたり，注水孔の削孔，ブロック抜取り，コア－抜取り等の目安を表５－１に示す。

　また，検査時に検査員の指示により，即座に破壊することは困難であることから，検査事前に監督員は検査員と協議し，検査員の指示により，監督員は，注水孔の削孔，ブロックやコア－の抜取り等を請負業者に通知できるものとする。（図５－１　完成検査における破壊検査のフロー）


　　建設工事請負契約約款

　（検査及び引渡し）

　第３１条

　２　（工事の完成を確認するための検査において，）検査員は，必要があると認められるときは，その理由を乙に通知して，工事目的物を最小限度破壊して検査することができる。

表５－１　削孔，ブロック抜取り，コア－抜取り等の目安

	
	コンクリートブロック積及び練石積
	コンクリート擁壁

及び重力式橋台
	堰　堤　等
	湾　　　　港

	削孔注水
	天端注水

1） 延長40mに

１箇所以上

2） 深さ1.2m以上

3） 打継目がないものは対象としない。
	天端・前面

1) 40mに１箇所以上

深さ1.2m以上

　　　①


②

　　　　　　 打継目


ロ）出来るだけ打継目を貫通すること。

ハ）①②は交互に行う。

二）重力式橋台は②のみ


	　　　　　　　　　※

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　打継目

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　


1） 天端５箇所以上

2） 前背面２箇所以上

3） 暫定は３箇所以上

4） 深さ1.5m以上

5） 本堤以外は抜取り箇所数に準じる。

※）暫定仕上げ面がある場合は，必要に応じ接合部を貫通させて確認する。
	防波堤

　①


　　　　②

　　　　　　　③


イ)②③の位置は40mに１箇所以上交互に行う。

ロ）深さ1.5m以上で打継目を貫通させる。
	護岸・擁壁，物揚場等

　　　　①　　③

　②

イ)①②の位置を40mに１箇所以上交互に行う。

ロ）深さは打継目を貫通させる。



	抜取り
	1） 延長40mに

１箇所以上

2） 面積120㎡に

１箇所以上
	イ）注水とコア－抜取りを交互に行う。

ロ）打継目部


	イ）本堤　　通水部　１箇所

　　　　　　袖部　　２箇所

ロ）水叩工　　　　　１箇所

ハ）垂壁工　　　　　２箇所

二）擁壁工　左右どちらか１箇所以上

ホ）暫定仕上面との打継目部

6） 打継目部
	天端①，③の位置で40ｍに１箇所以上注水試験と交互に行う。
	前面で40mに１箇所以上

②注水と交互に行う。

③水叩工厚さ確認と強度測定を目的に40mに１箇所以上行う。


注）本表は，破壊検査を行う必要があると認められる場合の破壊検査の程度，頻度を目安として，広島県が標準的にとりまとめたものを参考にしており，実施にあたっては，現場条件を勘案し決定する。


【完成検査前】



　　　　　　　　　破壊の指示

　　　　　　　　　破壊理由の通知　　　　　　　　　破壊及び破壊理由の通知
破壊しない
                                                          臨場   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック抜取り結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コア－破壊試験結果

　　　　　　　　　　　　    報告　　　　　　　　　　　　注水実施結果　　等

【完成検査時】



　　　　　　　　　　　　　　　 破壊の指示及び破壊理由の通知





図５－１　完成検査における破壊検査のフロー

６　完成検査時の資料整備について

　完成検査は，受注者が整備を義務付けられた資料の整備が終了し検査会場に準備されていない場合は実施しないこととする。

（参考資料－１）

○　修補の期限の設定例

1 検査日に修補を指示（＝検査結果を通知）する場合

　　　　　　　　　完成日　　　　　　　　　　　　　　工期末　



　　　　　　　　　　　　　　検査日　　　　　　　　　　　　修補の期限

　　　　　　　　　　　　検査結果通知日

2 検査日に修補を指示できない場合（修補の内容について検討期間を必要とする場合）

　　　　　　　　　完成日　　　　　　　　　　　　　　工期末　



　　　　　　　　　　　　　検査日　検査結果通知日　　　　　　　　　　修補の期限


　　　　　　　　　　　　修補内容検討期間

（参考資料－２）

○　工期内検査について

1 通常の場合

　　　　　　　　　　　　　　完成期限　　　　　　　　　　　　　工期末

　　　　　　　　　　　　　　　　　契約上の検査期間


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査日

　　　　　　完成日　　　　１４日以内に検査


　　　　　　　　　　　　　完成通知受理日

2 検査期間にくい込んで完成したとき

　　　　　　　　　　　　　　完成期限　　　　　　　　　　　　　工期末

　　　　　　　　　　　　　　　　　契約上の検査期間


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査日

　　　　　　　　　　　　　　　　　完成日　　　　１４日以内に検査


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完成通知受理日

　　　処理　●契約上は工期内完成とみなす。（遅延損害金の対象とはならない）

●検査が工期外となることは問題ないが，出来る限り早めの検査計画とする。

●評定上は，完成すべきとした日までに完成していないため減点対象とする。

中間検査必要な場合





完成・指定部分完成通知


（修補完了通知）





出来形検査要求





検査依頼・通知（工事担当課⇔財政課長）











検査日の通知





検査日の通知（監督員⇒受注者）





出来形検査





中間検査





完成・部分引渡検査





完成の確認





合格





不合格





(A)





修補等の必要がある場合のフロー


（修補完了通知）





出来形検査調書





検査調書





検査調書


検査結果通知書





受注者への通知





出来形　検査報告





成績評定





検査結果報告





受注者への通知





不合格





調書・評定報告





合格





成績評定





請求書





代価の支払い





受注者への評定結果通知





完成の確認





不合格





（Ⅰ）





区　　分





（Ⅱ）





（発注者対応）





対応案の提示





（A）





対応の検討





対応案受理





工事完成日





A





検査日（検査結果の通知日）





A





完成日（工期上の完成日）





修補の期限





暫定仕上面





監督員





受注者





検査員





（事前に協議を行う例）


○中間検査時において必要強度が確保されていない。○強度のばらつきが基準値の80％を超えている。


○品質管理基準を満足していることが確認できる書類がなく，監督員の立会がなされていない。


○構造物の打継目部や表面の出来ばえが粗雑である。


○外観から胴込めコンクリートの締固め等品質確認が困難であることから抜取り及び注水試験を行う（石・ブロック積）。　等





検査事前に破壊を　どの程度行うか判断





工事打合せ簿による通知





検査時に出来形，


品質を確認





削孔，抜取り


注水状況の立会





検査事前に破壊を　どの程度行うか判断





破壊検査の結果確認





確認





構造物の出来形，品質検査


品質を確認





出来形及び品質の確認が困難


品質を確認





破壊





確認





破壊検査の結果確認


品質を確認





A=１８日





A=１８日





A=１８日





A=１８日








